
の医療機関を含むあらゆる公共の施設を訪ね、モ

デル事業に関する教育啓発活動を進めている調整

看護師もいた。これらの例は、モデル事業におけ

る調整看護師の役割の重要さを改めて認識させる

と共に、今後、死因究明の制度を円滑に進めるう

えで欠かせない役割の多彩さを示唆している。 

この業務マニュアル案が各地域事務局において

活用され、評価修正を重ねながら精錬されていく

こと、及び、各地域事務局の調整看護師間のネッ

トワーク形成が推進され、迅速な情報共有が実現

することを期待している。 
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